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2018年度2017年度 2018年度2017年度 2018年度2017年度 2018年度2017年度

9,373億円

20,848億円
21,400億円
（予想）

10,050億円
713億円

1,963億円

2,200億円
（予想）

882億円
675億円

1,831億円

2,040億円
（予想）

879億円
407億円

1,410億円
1,420億円
（予想）

603億円

⃝国内酒類は低迷したが、国際事業の好調などにより、 
計画を上回る増収・増益

⃝海外の持続的な成長基盤の拡大と 
事業ポートフォリオ再構築の仕上げ

アサヒグループホールディングス
決算に関する詳細情報は
当社ホームページでご確認いただけます。
アサヒグループHD 検 索

売上収益

48.3%増

⃝高付加価値化を軸に成長するグローカルな 
“ 価値創造企業 ”を目指す

⃝新たなステージに立つグループの 
“ 企業価値向上経営 ” の深化

当第2四半期の総括 今後の方針

事業利益※

※�事業利益とは、売上収益
から売上原価並びに販売
費及び一般管理費を控除
した恒常的な事業の業績
を測る利益指標

営業利益
親会社の
所有者に 
帰属する
当期利益

30.2%増7.2%増

3月22日 ⃝	女性活躍推進企業として「なでしこ銘柄」に3年連続4回目の選定
3月23日 ⃝「ワールド・ウイスキー・アワード2018」ブレンデッドモルト

ウイスキー部門『竹鶴17年ピュアモルト』世界最高賞受賞！
4月3日 ⃝	ビール会社4社による関西・中国-九州間における共同

モーダルシフトを開始
4月25日 ⃝	自然の恵みを次世代につなぐ新たな気候変動に関する目標

「アサヒ カーボンゼロ」を設定
4月27日 ⃝ 「人にやさしく、地球にもやさしい」“ラベルレス”のミネ

ラルウォーターが登場
5月11日 ⃝	世界的な酒類品評会「インターナショナル･スピリッツ･チャレンジ（ＩＳＣ）

2018」『竹鶴21年ピュアモルト』『竹鶴ピュアモルト』金賞受賞！

P5 ご参照

P5 ご参照

5月28日 ⃝	ESGの取組み強化＜環境＞ 「『三ツ矢サイダー』水の未来と環境教室」	
～こどもSDGsスクール～スタート

5月29日 ⃝	iTQi※の優秀味覚賞で最高レベルの“三ツ星”
を3商品が受賞！

5月30日 ⃝ 「攻めのIT経営銘柄2018」に4年連続で選定！
7月5日 ⃝ ESG投資の代表的指標「FTSE4Good 

Index Series」とGPIF採用のESG指数「FTSE 
Blossom Japan Index」の構成銘柄に選定

7月25日 ⃝ アサヒ飲料、キリンビバレッジ非競争分野における協業を開始	
輸送能力向上及び自動販売機修理業務の取組み開始

P6 ご参照

P6 ご参照

ニュース
＆

トピックス

※：	�iTQi（International Taste & Quality Institute、国際味覚審査機構）とは、ベルギーブリュッセルに	
本部を置き、世界中の食品や飲料品の味覚と品質を審査し、優れた製品を表彰・プロモーションする	
機構です。審査員はヨーロッパで最も権威ある15の調理師協会および国際ソムリエ協会（ASI）に属する一流
シェフやソムリエで構成されています。

クリアアサヒ
プライムリッチ

竹鶴17年
ピュアモルト

麦焼酎
かのか

ニッカ・
シードル
スイート

At a Glance

23.7%増
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売上収益
構成比 16.5% 5.3% 5.0%33.3%39.8%

（その他事業）

事業領域および収益構造

酒類事業
4,206億円売上収益 4.4%減

（前年同期比 -195億円）

468億円事業利益 0.4%増
（前年同期比 ＋1億円）

食品事業
564億円売上収益 2.2%増

（前年同期比 ＋12億円）

62億円事業利益 4.0%増
（前年同期比 ＋2億円）

飲料事業
1,744億円売上収益 2.2%減

（前年同期比 -38億円）

169億円事業利益 2.0%増
（前年同期比 ＋3億円）

国際事業
3,513億円売上収益 33.5%増

（前年同期比 ＋882億円）

414億円事業利益 96.0%増
（前年同期比 ＋203億円）

酒類事業 飲料事業 食品事業 国際事業

	ビール類では、後味の良さと冷涼感が特
長の『アサヒスーパードライ 瞬冷辛口』や
新たに使用可能となった副原料を用いた
『アサヒグランマイルド』を発売したほか、
『クリアアサヒ』をリニューアルするなど、
ブランド価値の向上に取り組みました。

	ビール類以外の酒類では、RTD※におい
て、『アサヒ 贅沢搾り』を発売したことに
加え、洋酒において、『ブラックニッカ』を
積極的に展開するなど、主力ブランドの
強化に努めました。

	アルコールテイスト清涼飲料では、ビー
ルテイスト清涼飲料『アサヒドライゼロ』
のリニューアルや積極的な販売促進活
動などにより、ブランド力の強化を図り
ました。

 『三ツ矢』ブランドでは、微糖炭酸飲料『三
ツ矢グリーンスパークリングウォーター』を
発売し、『ウィルキンソン』ブランドでは、
『ウィルキンソン タンサン ドライ』やリター
ナブルびん商品の『ウィルキンソン トニック』
『ウィルキンソン ジンジャエール』をPET容
器でも発売するなど、ブランド資産を活用
した商品ラインアップの拡充を図りました。

 『おいしい水』ブランドでは、カフェラテ
の味わいの『アサヒ クリアラテ from お
いしい水』を発売するなど、新たな商品
価値を提案しました。

 健康機能領域では、機能性表示食品
『「届く強さの乳酸菌」100』を発売する
など、市場における存在感の向上に努め
ました。

	タブレット菓子では、『ミンティア』の期間限
定商品の発売や営業活動の積極的な展
開により、ブランド力の強化を図りました。

	サプリメントでは、プロテインパウダーの
新商品『ディアナチュラアクティブ』を発
売し、新たな市場に参入するなど展開領
域の拡大に取り組みました。

	ベビーフードでは、『グーグーキッチン』
において、既存商品のリニューアルの実
施や商品ラインアップの拡大などによ
り、売上の拡大に努めました。

	フリーズドライ食品では、『いつものおみ
そ汁』や『Theうまみ』のラインアップを
拡充するなど市場における存在感の向
上に取り組みました。

	欧州事業では、西欧において、イタリアの
『Peroni』やオランダの『Grolsch』の展開
強化や第三国への拡大展開などにより、
プレミアム化を推進しました。中東欧にお
いては、チェコの『Pilsner Urquell』や
ポーランドの『Tyskie』など各国の主力ブ
ランドを中心に販売の強化を図りました。

	オセアニア事業では、『アサヒスーパード
ライ』や『Peroni Nastro Azzurro』など
グループのブランドを活用したシナジー
創出に向けた取組みを強化しました。

	東南アジア事業では、『ワンダ』などの自
社ブランドの強化に努め、中国事業では、
『アサヒスーパードライ』に加え、欧州のプ
レミアムビールを新たに展開し、市場にお
ける存在感の向上に取り組みました。

※「Ready to Drink」の略。購入後、そのまま飲用可能な
缶チューハイなどを指します。 2アサヒスーパーレポート 2018年秋号
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7月の西日本豪雨について
この度の西日本を中心とした豪雨災害により、
被災された皆様ならびにご家族の皆様に、心より
お見舞い申し上げます。
当社では、被災された方々や被災地の支援活動

にお役立ていただくために、支援金の寄附並びに
飲料水や食料品などの物資支援を行いました。
今後のご支援につきましても、被災地の状況に
応じて対応してまいります。被災地の一日も早い
復旧を祈念いたします。

グローカルな“価値創造企業”を目指し、
全事業のブランド基盤をさらに強化していきます

2018年度上半期の総括
本年の上半期は、ビール類市場全体の縮小な

どにより酒類事業が低迷したものの、欧州を中心
に国際事業が好調に推移したことなどにより、トー
タルでは年初予想を上回る増収・増益を果たすこ
とができました。
酒類事業では、ビール類の販売数量が、市場全
体の縮小や昨年に強化した販促施策効果の反動
減などにより減少しましたが、RTD※を中心とした
ビール類以外の売上拡大に加えて、広告販促費
など固定費全般の効率化により収益性の向上を
図りました。
飲料事業では、炭酸飲料の『三ツ矢』、『ウィル

キンソン』や乳性飲料『カルピス』といったカテゴ
リートップブランドの更なる強化に加えて、操業度
向上を中心としたコストダウンの推進などに取り
組みました。
食品事業では、『ミンティア』や『ディアナチュ

ラ』など、好調な主力ブランドへの集中投資や原
材料のコストダウンなどを推進しました。

代表取締役社長 兼 CEO

トップメッセージ
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国際事業では、欧州事業におけるプレミアム化
の進展に加えて、1月から自社製造による『アサヒ
スーパードライ』の販売を開始するなど、シナジー
の創出に取り組みました。また、オセアニアや中国
においても、『ペローニ・ナストロアズーロ』や『ピ
ルスナーウルケル』の販売を強化するなど、『アサ
ヒスーパードライ』と合わせてプレミアムブランド
の拡大展開を図りました。
その結果、上半期の売上収益は、ビール類の販
売数量が減少した酒類事業や、チルド飲料のエル
ビー社を譲渡した飲料事業が減収となりました
が、中東欧のビール事業の上乗せ効果を含む国
際事業の大幅な増収などにより、トータルでは、
前年同期比7.2％増収の1兆50億円となりまし
た。
また、事業利益は、国内3事業全てが増益となっ
たことに加えて、中東欧のビール事業も寄与した
国際事業の大幅な増益などにより、同23.7％増
益の882億円となり、親会社の所有者に帰属する
四半期利益は、同48.3％増益の603億円を達成
することができました。
※「Ready to Drink」の略。購入後、そのまま飲用可能
な缶チューハイなどを指します。

2018年度通期の見通し
本年の下半期を含めた今後の方針としては、引

き続き、高付加価値化を基軸とする成長を実現す
べく、グローバルとローカルを融合した「グローカ
ル」な“価値創造企業”を目指した取組みを推進し
ていきます。
国内においては、最大のコア事業である酒類事
業において、ブランド基盤の再構築を図ると共に、
飲料・食品事業では、成長の持続性を高めるべく、
より付加価値の高いブランドの育成を一層強化し
ていきます。
また海外では、「強い競争力を持つグローバル
なプレミアムビールメーカー」を目指し、有力ブラ
ンドをクロスボーダーで展開する“ブランドビジネ
ス”を、欧州と日本だけでなくグローバルに拡大し
ていく方針です。
こうした取組みにより、2018年の売上収益は
前期比2.6％増収の2兆1,400億円、事業利益
は同12.0％増益の2,200億円、親会社の所有者
に帰属する当期利益は同0.7％増益の1,420億
円を目指していきます。

株主の皆様へのメッセージ
本年の上半期は、欧州事業の業績が計画を上
回って進捗する一方で、国内ビール類の販売が低
迷するなど、一部に課題を残す結果となりました。
国内酒類については、トップメーカーとして、

ビール類市場全体の活性化に努めていくと共に、
アサヒらしい元気さや団結力を発揮し、販売活動
の強化とイノベーションに取り組んでいきます。
一方で、当社は欧州事業の獲得を契機として、
複数のプレミアムブランドをグローバルに展開す
る“ブランドビジネス”を核として成長していくこ
とを目指しています。ブランドビジネスとは、品質
的価値が高いだけでなく、ターゲットに対して期待
を超える情緒的な価値を提供し、そのプレミアム
な満足感に対して対価を獲得するビジネスモデル
であると考えます。
株主の皆様におかれましては、国内事業基盤の
盤石化とグローバルな“ブランドビジネス”で成長
し続けるアサヒグループに対して、引き続き中長
期的な視点でのご支援をよろしくお願い申し上げ
ます。
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アサヒビール（株）は、キリンビール（株）、サッポロビール（株）、サントリービール（株）と共同で、関西・中国～
九州間の社内輸送のモーダルシフトに取り組むことについて合意し、2018年4月から取組みを開始しました。
これは、物流における環境負荷低減と長距離トラックのドライバー不足への対処を目的とするもので、JR貨物
ターミナル駅と4社専用列車・鉄道コンテナの活用により、各社の物流拠点間の輸送を行います。この取り組
みにより、4社合計で大型トラック2,400台相当の長距離輸送能力を鉄道コンテナで確保し、CO2排出量を年
間で約1,500ｔ（従来比で約74％）削減できる見込みです。
引き続き「競争と協調」の視点から他社との協力体制を構築し、持続可能な社会への貢献を目指します。

ニュース＆トピックス
2018.4～2018.8

ビール会社４社による「競争と協調」
社内輸送の共同モーダルシフトを実施

2018

4月

当社は、持続可能な地球環境の実現に向けて、
国内グループ企業の環境経営における新たな	
中長期目標「アサヒ カーボンゼロ」を設定しました。
「アサヒ カーボンゼロ」は、「低炭素社会の構築」
をテーマとする「国連気候変動枠組条約締約国会
議（COP）」パリ協定や国連の持続可能な開発目標
（SDGs）を踏まえたもので、2050年に温室効果ガ
ス排出量“ゼロ”の達成を目指します。また2030
年の目標として、①各社での燃料使用による温室
効果ガスの直接排出、②各社が購入した電気・
熱・蒸気の使用による温室効果ガスの間接排出、
③各社のバリューチェーンからの温室効果ガスの
排出の3項目につき、いずれも2015年比30％
削減を掲げています。

温室効果ガス排出量“ゼロ”
を目指す新中長期目標

「アサヒ カーボンゼロ」

4月

アサヒ カーボンゼロ目標アサヒ カーボンゼロ目標

目標の達成に向けて

化石燃料の燃焼購入電力・熱

CO2排出量削減の中長期目標

CO2排出量（2015年比）

①容器包装に関わる
　CO2排出量削減
 ・ 軽量化 
 ・ 低炭素素材活用
②物流に関わる
　CO2排出量削減
 ・ モーダルシフト
 ・ 共同配送推進

③商品販売に関わる
　CO2排出量削減
 ・ 自販機、サーバーなど
　の省電力化

 ・ 蒸気などの排熱回収利用
 ・ 缶列常温充填化などの
　冷熱利用
 ・ コジェネレーション設備の
　導入
 ・ 燃料転換

④原料に関わる
　CO2排出量削減
 ・ サプライヤーとの
　協働による削減

基準年
排出量

Scope 1、2 30%削減
（チャレンジ目標）

Scope 3

Scope 3Scope 1Scope 2

30%削減
（モニタリング目標）

グローバルレベルで
優位性のある水準

2050年（目標）2030年（目標）2015年

CO2排出量
ゼロを目指す

関西 各社物流拠点 九州 各社物流拠点岡山 各社物流拠点

関西地区
〈最寄〉
JR貨物
ターミナル＊

九州地区
〈最寄〉
JR貨物
ターミナル＊

＊京都ターミナル ： キリン、サントリー
＊百済ターミナル ： アサヒ、サッポロ
＊吹田ターミナル ： アサヒ
＊大阪ターミナル ： サッポロ

JR貨物

JRF
JR貨物

JRF

JR貨物

JRF
JR貨物

JRF
JR貨物

JRF
JR貨物

JRF
JR貨物

JRF
JR貨物

JRF
JR貨物

JRF
JR貨物

JRF

月曜
12:03発

翌日
15:32着

JR大阪
貨物

ターミナル

月曜
16:33発

翌日
11:22着

JR岡山
貨物

ターミナル

火曜
1:14着

日々
14:56発

JR福岡
貨物

ターミナル

＊鳥栖ターミナル　 ： アサヒ、サントリー
＊熊本ターミナル 　： サントリー
＊北九州ターミナル ： サントリー
＊福岡ターミナル　 ： アサヒ、キリン、サッポロ

ビール4社専用列車を運行
（毎週月曜運行、1列車75~100コンテナ）

日々、必要に応じてコンテナ利用
（毎日運行、基数制限なし）

JR貨物

JRF
JR貨物

JR
JR貨物

JRF
JR貨物

JR
JR貨物

JR

JR貨物

JRF
JR貨物

JRF
JR貨物

JRF
JR貨物

JRF
JR貨物

JRF
JR貨物

JRF
JR貨物

JRF
JR貨物

JRF
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アサヒ飲料（株）は、環境負荷の低減に向けた廃棄物削減
の一環として、同社初のラベルレス商品となる「アサヒ おい
しい水 天然水 ラベルレスボトル」を通信販売専用のミネ	
ラルウォーターとして発売し、総合オンラインストア
Amazon.co.jpでのテスト販売を開始しました。
本商品は、PETボトルに貼付するロールラベルを削減

し、剥がす手間を省き使いやすくした「人にやさしく、地
球にもやさしい」ミネラルウォーターです。通常ロー
ルラベルに表示する原材料名などは、外装ダンボー
ルに記載し、個々の商品への表示が必要なリサイク
ルマークなどはタックシールに記載し、PETボトルに
貼付しています。
これにより、ラベルに使用する樹脂量は約90％削減

となります。今後もより環境に配慮した事業活動を行
い、持続可能な地球環境の実現を目指していきます。

アサヒ飲料（株）は、未来を担う子どもたちに水の大切さ、地球環境保全への取
り組みの大切さを伝える「『三ツ矢サイダー』水の未来と環境教室～こどもSDGs
スクール～」を6月から開催しています。2018年は、全国25校の小学校を対象
に授業を行う予定です。
本教室は、2009年より取組みを続けてきた「『三ツ矢サイダー』ジュニア環境

授業」を刷新したもので、新たにSDGsの観点を取り入れてい
ます。子どもたちは、参加社員の指導を受けながら実験に取
り組み、その体験を通して「自分たちでできること」を考え、発
表する中で、地球環境問題解決への意識を高めていきます。

子どもたちが考える地球環境問題
「水の未来と環境教室」を全国で開催

5月温室効果ガス排出量“ゼロ”
を目指す新中長期目標

「アサヒ カーボンゼロ」

「人にやさしく、地球にもやさしい」
ラベルレスのミネラルウォーター登場！

4月
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リニューアル

缶350mℓ、缶500mℓ／オープン価格　
発売日 2018年9月19日

新ジャンル

リッチなコクと香り

P O I N Ti

Alcoholic beverages
新商品紹介

原料・製法にこだわった
リッチなコクと香りを、
ぜひお試しください！

アサヒビール（株）
マーケティング第一部　
山田  秀樹

※1	「Ready to Drink」の略。購入後、そのまま飲用可能な缶チューハイなどを指します。
※2	「日本食品標準成分表2015年版（七訂）」より算出した、果物1個当たりの重量に占

める果皮などを除いた果汁量の1／2相当量以上を使用しています。

※ 本品は、難消化性デキストリン（食物繊維として）が含まれます。
　 �難消化性デキストリン（食物繊維として）には、食事から摂取した脂肪の吸収を抑
えて排出を増加させ、食後の血中中性脂肪の上昇を穏やかにすることが報告され
ています。

酒類事業

PET490mℓ／100円　発売日 2018年9月4日

炭酸飲料

ウィルキンソン  
タンサン エクストラ缶350mℓ／141円、缶500mℓ／191円　発売日 2018年9月19日

ＲＴＤ※1

アサヒ贅沢搾り キウイ

キウイ果実１／２個分以上※2の果汁を贅沢に使用

豊潤な香りとみずみずしい果汁感、果汁13％

P O I N Ti

人工甘味料不使用

担当者からのひとこと

Soft Drinks飲料事業

新 商 品

ウィルキンソンブランドからの初の機能性表示
食品として発売します。
より多くの方に食事中に炭酸
水をお楽しみいただくために、
脂肪の吸収を抑える機能を持
たせました。炭酸水市場が活性

化する中、更なる成長を
目指すウィルキンソンに
ご期待ください。

アサヒ飲料（株）
マーケティング一部　本松  達朗

担当者からのひとこと

「ウィルキンソン」ブランド初の機能性表示食品

脂肪の吸収を抑える機能がある
難消化性デキストリンを配合※

P O I N Ti

食事と一緒に炭酸水を飲む飲用スタイルを提案クリアアサヒ 
プライムリッチ

アルコール6％の
飲みごたえ
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新 商 品

※1 ビフィズス菌・フェカリス菌・アシドフィルス菌
※2 乾燥酵母とは、ビール醸造に使うビール酵母を乾燥したものです。

※ 栄養表示基準に基づきます。

ウィルキンソン  
タンサン エクストラ

1食入／オープン価格　発売日 2018年9月10日

スープ

おどろき麺０（ゼロ） 
旨だしカレー南蛮 
香ばし醤油麺／酸辣湯麺

だしの効いた旨だしカレー南蛮新発売！

寒天とコンニャクで作った糖質ゼロ※の
麺使用

おどろき麺０（ゼロ）シリーズ
パッケージを刷新

P O I N Ti

504錠／1,680円　発売日 2018年8月27日

指定医薬部外品／乳酸菌整腸薬

エビオス整腸薬

エビオスブランドから整腸薬が登場！
P O I N Ti

乾燥酵母※2が乳酸菌の発育促進に
効果を発揮します！

Soft Drinks

リニューアル

新 商 品

新 商 品

新 商 品

Food食品事業

エビオスブランドから、便通を整える整腸薬を
発売します。乾燥酵母（ビール
酵母）に、3種の乳酸菌とビタミ
ンB1・B2を加えること
で、「便秘になりやすい
方」「お腹がはったよう
な重苦しい感じの方」
等におススメの商品	
です。

アサヒグループ食品（株）
ベビー&ヘルスケアマーケティング部　竹内 篤揮

担当者からのひとこと

※ �本品には、葛の花由来イソフラボン（テクトリゲニン類として）及び難消化性デキストリン（食
物繊維として）が含まれます。葛の花由来イソフラボン（テクトリゲニン類として）には肥満気
味な方の内臓脂肪を減らすのを助ける機能があることが報告されており、肥満気味の内臓
脂肪が気になる方に適しています。難消化性デキストリン（食物繊維として）は、食後の脂肪
の吸収を抑えて排出を増加させ、糖の吸収を穏やかにするため、食後の血中中性脂肪や	
血糖値の上昇を穏やかにすることが報告されており、脂肪の多い食事を摂りがちな方、	
または食後の血糖値が気になる方に適しています。

PET630mℓ／158円、PET1ℓ／300円、PET2ℓ／470円　発売日 2018年9月11日

清涼飲料水

アサヒ からだ十六茶

3つの働きを持つ機能性表示食品

葛の花由来イソフラボンと
難消化性デキストリン配合
内臓脂肪を減らす、食後の脂肪の吸収を
抑える、食後の糖の吸収を穏やかにする※

P O I N Ti

3種の乳酸菌※1が腸内環境を整える
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※ 日本基準の科目名は、「売上収益」は「売上高」、「事業利益」は「営業利益」、「親会社の所有者に帰属する当期利益」は「当期純利益」、「親会社の所有者に帰属する持分」は「自己資本」となります。
※1 事業利益は、売上収益から売上原価並びに販売費及び一般管理費を控除した恒常的な事業の業績を測る利益指標です。
※2 国際会計基準（IFRS）：EBITDA＝事業利益＋無形資産償却費＋減価償却費　日本基準：EBITDA＝営業利益＋のれん等償却費＋減価償却費

連結業績および財務データ

単位：億円 単位：億円
日本基準 IFRS

2013 2014 2015 2015 2016 2017 2018 （予想）

経営成績（会計年度）

売上収益 17,142 17,854 18,574 16,895 17,069 20,848 21,400 

売上原価 10,328 10,734 11,005 11,028 10,981 12,953 ―

販売費及び一般管理費 5,639 5,837 6,217 4,459 4,602 5,931 ―

事業利益※1 1,174 1,283 1,351 1,406 1,484 1,963 2,200

親会社の所有者に帰属する当期利益 617 691 764 757 892 1,410 1,420

EBITDA※2 1,836 1,923 1,979 1,972 2,058 2,853 3,158

設備投資額 484 598 520 535 634 895 890

減価償却費 477 445 466 508 510 698 740

研究開発費 108 107 103 103 95 116 ―

財政状態（会計年度末）

総資産 17,915 19,366 19,015 18,046 20,943 33,468 31,400 

金融債務 4,037 4,347 4,149 4,144 5,703 12,619 10,600

資本合計 8,274 8,965 8,918 8,036 8,461 11,527 11,720

キャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,572 1,467 1,127 1,164 1,544 2,317 2,528 

投資活動によるキャッシュ・フロー (657) (921) (755) (770) (2,685) (8,858) (5)

財務活動によるキャッシュ・フロー (849) (358) (730) (752) 1,195 6,618 (2,588)

現金及び現金同等物の期末残高 411 622 432 432 484 580 ―

1株当たり情報（円）

親会社の所有者に帰属する当期利益	 - 基本的 135.73 148.92 166.25 164.82 194.75 307.78 ―

	 - 希薄化後 126.26 148.80 166.18 164.75 194.75 307.78 ―

配当金 43.00 45.00 50.00 50.00 54.00 75.00 90.00

親会社所有者帰属持分 1,772.47 1,904.64 1,916.69 1,723.97 1,825.57 2,499.62 ―

財務指標

事業利益率（%） 6.9 7.2 7.3 8.3 8.7 9.4 10.3

ROE（親会社所有者帰属持分当期利益率）（%） 8.0 8.1 8.8 9.7 11.0 14.2 12.3

ROA（資産合計税引前利益率）（%） 7.0 7.1 7.6 6.5 7.7 7.2 ―

総資産回転率（倍） 0.97 0.96 0.97 0.93 0.88 0.77 ―

親会社の所有者に帰属する持分比率（%） 45.7 45.5 46.2 43.7 39.9 34.2 ―

Net Debt/EBITDA（倍） 1.97 1.92 1.85 1.86 2.52 4.22 3.20

9 アサヒスーパーレポート 2018年秋号

010_0019101603009.indd   9 2018/08/15   17:40:17



10,000

20,000

30,000

40,000
（億円）

0
2017年度末2016年度末 （年度）2018年2Q末

14,593

6,350
20,943

8,124

33,468

25,343

6,850
30,870

24,020 非流動資産

流動資産

（億円）

500

2,000

1,500

1,000

2,500

3,000
※ 括弧内は対前年同期比

換算差額
△19

（△41）

現金及び
現金同等物の
四半期末残高
624

（△212）

現金及び
現金同等物の
期首残高
580

（+95）

連結範囲変更
に伴う
現金増減
△7（△7）

1,074
（+186）

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー
△1,690

（△10,337）

686
（+9,890）

0

2,000

4,000

8,000

6,000

10,000

12,000
（億円）

0

※ 括弧内は対前年同期比
売上収益
10,050
（+676）

親会社の
所有者に帰属
する四半期利益
603

（+196）

売上原価
△6,180

（△309）

売上総利益
3,870

（+367）

事業利益
882

（+168）

その他の
営業収支
△2

（+35）

営業利益
879

（+203）

金融・持分法
による投資損益
△26

（+44）

法人所得税費用
△250

（△52）
販売費及び
一般管理費
△2,988
（△198）

連結財政状態計算書 （2016年度 2017年度：12月31日現在、2018年度：6月30日現在）

資産合計 負債及び資本合計

ポイント
	 売上収益は、酒類と飲料事業が減収となりましたが、主に国際事業の増収により、増収となりました。
	事業利益は、国内3事業の増益に加え、欧州を中心とした国際事業の大幅な増益により、	
増益となりました。
	親会社の所有者に帰属する四半期利益は、株式売却に伴う持分法投資損益の改善などにより、	
増益となりました。

ポイント
	 営業CFは、税引前利益や減価償却費の増加などにより、収入となりました。
	投資CFは、持分法株式の売却などにより、収入となりました。
	財務CFは、金融債務の返済や配当金の支払いなどにより、支出となりました。

ポイント
	 資産は、事業売却に加え、円高や償却の影響	
などにより、減少となりました。
	負債は、金融債務が減少したことなどにより、	
減少となりました。
	資本は、利益剰余金は増加したものの、為替	
相場の変動によるその他の資本の構成要素の	
減少などにより、減少となりました。

連結損益計算書 （2018年1月1日～6月30日） 連結キャッシュ・フロー計算書 （2018年1月1日～6月30日）

10,000

20,000

30,000

40,000
（億円）

0
2017年度末 2018年2Q末2016年度末 （年度）

8,461

8,195

4,286

20,943
10,521

11,419

33,468

11,527

8,956

10,792

30,870

11,121 資本

非流動負債

流動負債
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株主の皆様とのコミュニケーション

東日本大震災現地NPO応援基金の助成先
特定非営利活動法人 応援のしっぽ（宮城県石巻市）

株主優待寄附実績のご報告
「アサヒグループ環境基金『水の惑星』へのご参加」
と「東日本大震災復興支援活動への寄附」に多くの
株主様からご賛同をいただきました。
皆様方のご協力に対して、厚くお礼申しあげます。

ご寄附の総額：約191万円
　アサヒグループの株主優待では、株主様のご希
望によって、優待品に代えてその相当金額をアサ
ヒグループ環境基金「水の惑星」へ寄附していただ
くことができます。
　本年は189名の株主様にご賛同いただき、総
額約31万円を公益社団法人国土緑化推進機構の
「緑の募金」へ寄附いたしました。
　また、2011年12月期から継続して行っている
「東日本大震災復興支援活動への寄附」には、計
898名もの株主様にご賛同いただきました。寄附
総額の約160万円は、特定非営利活動法人「日本
NPOセンター」が運営する「東日本大震災現地
NPO応援基金」を通じて、被災者の救援や生活再
建のために活動している現地NPOなどの活動資金
として役立てられます。

工場見学会
の概要

応募要領

第13回株主様工場見学会のご案内【開催日:2018年11月22日(木）】
アサヒグループの事業内容についてよりご理解を深めていただくために、株主様工場見学会を開催いたします。今回
は、『アサヒスーパードライ』などを製造している「アサヒビール株式会社 博多工場」です。

お問い合わせ先 アサヒグループホールディングス株式会社　総務法務部門 株主様係
TEL：03-5608-5113　9:00～17:30(土、日、祝日を除く)  E-mail：kabushiki@asahigroup-holdings.com

●見学場所

●参加費	 無料　�※�集合・解散場所までの交通費は、 
各自でご負担願います。

●集合・解散場所	 「JR博多駅」（予定）

●		ご同伴者様１名を含めた２名までご応募いただけます。
●		ご応募多数の場合は抽選となります。厳正な抽選のうえ、当選発表は当選者へ

のご発送（１０月中旬発送予定）をもって代えさせていただきます。
	 	その際、当日の見学内容の詳細を併せてご連絡いたします。
●		複数枚でのご応募はご遠慮願います。
●		見学場所では階段の昇り降りのほか、１時間ほどお歩きいただくことになりますの

で、あらかじめご了承願います。
●		ご記入いただいた個人情報は、見学会の実施に関するご案内の目的のみで使用
させていただきます。

●		お車・バイクを運転の方（バイクは同乗者も含む）、自転車でご来場の方、未成年
の方、妊娠中や授乳期の方は酒類の試飲ができません。ソフトドリンクをご用意いたしております。

●		荒天等、諸般の事情により内容が変更または中止となる場合がございます。その場合はご当選された株主様にご連絡させていただきます。

多くの皆様からのご応募をお待ちしております。

アサヒビール株式会社
博多工場（福岡市博多区）

応募締切:2018年9月21日(金) ※当日消印有効

裏面

●	ご希望の時間帯の番号 
（①または②）
●	株主様の情報
	 １．	郵便番号・住所
	 ２．	氏名（ふりがな）
	 ３．	生年月日
	 ４．電話番号（日中に連絡のつく

番号を記載ください。）
●	ご同伴者様の有無
●	以下、ご同伴者様が有の場
合のみ

	１．	ご同伴者様の氏名 
　 （ふりがな）

	２．	ご同伴者様の生年月日

宛名面

郵便はがき

東
京
都
墨
田
区
吾
妻
橋

　
　
１
丁
目
23
番
１
号

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）

　
総
務
法
務
部
門

　
　
工
場
見
学
会
係 

行

62円
切手

1 3 0 8 6 0 2-

希望
番号 開催日 集合時刻 解散時刻（予定） 対象者 ※2018年6月末現在 募集人数

（ご同伴者様を含む）

❶
11月22日（木）

 8：45 13：00
当社株式100株以上ご保有の株主様

50名様

❷ 13：30 17：45 50名様

応募方法：郵便はがきに右記の必要事項をご記入のうえ、ご応募ください。
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アンケート集計結果のご報告 「アサヒスーパーレポート2018年春号」で実施したアンケートには、約10,000名の株主の皆様からご回答を
いただきました。皆様のご協力に感謝を申しあげますとともに、いただいた貴重なご意見を今後のIR活動や
レポートの企画に反映してまいります。

「アサヒスーパーレポート」の
わかりやすさはどうですか?Q1

わかりにくい

無回答

わかりやすい

普通

0.6%

1.7%

41.6%

●	ニュース&トピックス、新商品紹介
の図や商品ポイント、担当者から
のひとことなど提示が適切である。

●	株主にとって本レポートは情報源の
一つとして大切なものですのでこ
れからも充実していってください。

●	昨年の酒類事業の売上収益は減少
しましたが、飲料・食品・国際事
業は好調に推移しており、更なる
伸長を期待しています。

株主様からのご意見を紹介します

長期ビジョン／
中期経営方針

トップメッセージ

財務情報

新商品紹介

当期業績の見通し

40.6%

29.6%

22.4%

43.7%

「アサヒスーパーレポート」で
得たい情報は何ですか?Q3
（3つまで複数回答あり、上位5位まで）

「アサヒスーパーレポート」の
情報量はいかがですか?Q2

全く足りない

無回答

多すぎる

充分である

0.5%

2.7%

1.8%

● アンケートの実施期間 ●  2018年9月30日（日）まで
株主の皆様からのご意見・ご要望を今後の株主通信の参考とさせ
ていただくため、ウェブアンケートを実施いたします。是非ご協力い
ただきますようお願いいたします。
右記URLにアクセスいただき、アクセスナンバー入力後に表示	
されるアンケートサイトにてご回答ください。その他の方法については、
右記「アクセス方法」をご確認ください。所要時間は5分程度です。

■アクセス方法

株主様アンケートの調査方法が変わりました。

パソコン・タブレットから メールから

enq@q.srdb.jpへ空メール
をご送信いただき、自動返送
されるアンケート回答用の
URLからアクセスいただき	
ます。

スマートフォン・
携帯電話から

QRコード読み取り機能のつ
いたスマートフォンまたは携
帯電話をお使いの方は、上の
QRコードから直接アンケー
ト画面へアクセスできます。

「ネットでアンケート」は宝印刷株式会社が運営し、ご回答いただいた内容は宝印刷株式会社が管理いたしま
す。宝印刷株式会社についてはhttps://www.takara-print.co.jp/をご参照ください。ご回答内容は統
計資料としてのみ使⽤させていただきます。

https://q.srdb.jp/

アクセスナンバー ：2502
※アンケートに関するお問い合わせ先：kabu@takara-print.co.jp
※�平⽇17時以降、ならびに土、日、祝日及び年末年始等の休業日中のお問い合わせに関しては翌営業日の
回答になります。
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（2018年6月30日現在）

商号 アサヒグループホールディングス株式会社
（Asahi Group Holdings, Ltd.）

本店所在地 〒130-8602
東京都墨田区吾妻橋一丁目23番1号

設立 1949年（昭和24年）9月1日

資本金 1,825億3,119万4,085円

従業員数 28,063名（連結）

会計監査人 有限責任 あずさ監査法人
（東京都新宿区津久戸町1番2号）

持株数（百株） 持株比率（％）
■金融機関 2,023,430 41.8
■外国法人等 1,394,822 28.8
■その他の法人 520,264 10.8
■個人・その他 433,950 9.0
■自己名義株式 254,654 5.3
■証券会社 208,726 4.3
■政府・地方公共団体 10 0.0

発行済株式の総数 483,585,862株

株主数 97,905名

大株主（上位10名） 株主名 持株数（百株） 持株比率（％）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 401,227 8.8
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 237,725 5.2
第一生命保険株式会社 160,000 3.5
富国生命保険相互会社 155,000 3.4
旭化成株式会社 117,853 2.6
ＪＰモルガン証券株式会社 92,638 2.0
株式会社三井住友銀行 90,280 2.0
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口５） 80,918 1.8
ＳＴＡＴＥ ＳＴＲＥＥＴ ＢＡＮＫ ＡＮＤ ＴＲＵＳＴ ＣＯＭＰＡＮＹ 73,456 1.6
ＳＴＡＴＥ ＳＴＲＥＥＴ ＢＡＮＫ ＷＥＳＴ ＣＬＩＥＮＴ - ＴＲＥＡＴＹ ５０５２３４ 71,741 1.6

合計 1,480,839 32.3
※当社は、自己株式254,654百株を保有していますが、上記大株主からは除いております。
※持株比率は発行済株式の総数から自己株式数を控除して計算しております。

■金融機関

■政府・地方
公共団体

■証券会社

■外国法人等

■その他の法人

■個人・その他

■自己名義株式

■500万株以上

■1百株未満
■1百株以上

■100万株以上

■10万株以上

■1万株以上
■1千株以上

持株数（百株） 持株比率（％）
■500万株以上 2,189,427 45.3
■100万株以上 1,228,195 25.4
■10万株以上 829,848 17.2
■1万株以上 203,870 4.2
■1千株以上 265,050 5.5
■1百株以上 116,590 2.4
■1百株未満 2,876 0.0

会社概要

代表取締役会長 泉谷 直木

代表取締役社長 兼 CEO 小路 明善

専務取締役 兼 専務執行役員 髙橋 勝俊	 奥田 好秀

常務取締役 兼 常務執⾏役員 勝木 敦志

取締役 兼 執行役員 加賀美 昇	 濱田 賢司（CFO）

社外取締役 田中 直毅	 小坂 達朗	 新⾙ 康司

常勤監査役 武藤 章	 角田 哲夫

社外監査役 斎藤 勝利	 早稲田 祐美子	 川上 豊

役員

《ご参考》 その他の執行役員

常務執行役員 杉浦 康誉	 北川 亮一

執行役員

福田 行孝	 神田 智正	 辺見 裕
朴 泰民	 佐見 学	 谷村 圭造
佐藤 郁夫	 知久 ⿓⼈	⻄ 中 直⼦
河野 ⼀⾺	 﨑⽥ 薫

株式の状況

所有者別株式分布 所有株式数別株式分布

会社概要
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❶ 証券会社の口座に記録された株式
お手続、ご照会の内容 お問い合わせ先

⃝単元未満株式の買取・買増請求
⃝届出住所・姓名などのご変更
⃝配当金の受領方法・振込先のご変更
⃝マイナンバーに関するお届出・お問い合わせ

口座を開設されている証券会社

⃝郵送物の発送と返戻に関するご照会
⃝支払期間経過後の配当金に関するご照会
⃝株式事務に関する一般的なお問い合わせ

株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社
証券代行部

❷ 特別口座に記録された株式
お手続、ご照会の内容 お問い合わせ先

⃝単元未満株式の買取・買増請求
⃝特別口座から証券口座への振替請求
⃝届出住所・姓名などのご変更
⃝配当金の受領方法・振込先のご変更
⃝マイナンバーに関するお届出・お問い合わせ

特別口座の	
口座管理機関

三井住友信託銀行株式会社
証券代行部

⃝郵送物の発送と返戻に関するご照会
⃝支払期間経過後の配当金に関するご照会
⃝株式事務に関する一般的なお問い合わせ

株主名簿管理人

事業年度 1月1日から12月31日まで
定時株主総会 3月（基準日12月31日）
期末配当金支払株主確定日 12月31日
中間配当金支払株主確定日 6月30日
単元株式数 100株
株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

公告の方法
電子公告により行います。ただし、事故その他やむを得ない理由によって電子公告
によることができない場合は、日本経済新聞に掲載する方法により行います。
https://www.asahigroup-holdings.com/ir/e_public/

上場金融商品取引所 東京証券取引所

中間配当金のお支払いについて

株式に関するお手続は、
❶証券会社の口座に記録されている場合と、
❷特別口座に記録されている場合で、
右記のとおり異なりますので、該当の窓口に
お問い合わせください。

第95期中間配当金は、2018年８月２日開催の取締役会の決議
により１株当たり45円に決定されました。同封の「配当金領収証」
により、お近くのゆうちょ銀行全国本支店及び出張所並びに郵便局
（銀行代理業者）にて、払渡しの期間内（2018年９月３日（月）から
2018年９月28日（金）まで）にお受け取り願います。
また、銀行預金口座等振込ご指定の方は、ご指定口座への入
金をご確認くださいますようお願い申しあげます。株式数比例配
分方式を選択されている場合は、お取引の口座管理機関（証券会
社）にお問い合わせください。
なお、同封いたしております「配当金計算書」は、配当金をお受
け取りになった後の配当金額のご確認や、確定申告を行う際の添
付書類としてご利用いただけます。株式数比例配分方式を選択さ
れている場合は、お取引の口座管理機関（証券会社）にお問い合わ
せください。

三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
郵便物の送付先
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号

電話照会先
　　0120-782-031 オペレーター対応
（9：00～17：00 土・日・祝日を除く）
ホームページ
https://www.smtb.jp/personal/agency/

アサヒグループホールディングス株式会社
総務法務部門 株主様係
TEL：03-5608-5113
e-mail： kabushiki@asahigroup-holdings.com

株式に関するその他のお問い合わせ窓口

株式に関するお手続について

市区町村から通知されたマイナンバーは、株式
の税務関係のお手続で必要となります。

株式関係事務におけるマイナンバーの利用目的
法令に定められたとおり、支払調書に株主様のマイナ
ンバーを記載し、税務署に提出いたします。このため、
株主様からお取引のある証券会社等へ、以下のとお
りマイナンバーを届出いただく必要がございます。

証券会社の口座で株式を管理されている株主様
お取引の証券会社までお問い合わせください。

証券会社とのお取引がない株主様
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部までお問い
合わせください。
（本ページ左下にお問い合わせ先を記載しております。）

マイナンバー制度に関するお手続きについて

株主メモ
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IR Information

〈免責事項〉 本誌のいかなる情報も、当社株式の購入や売却などを勧誘するものではありません。また、
本誌に記載された意見や予測などは、本誌作成時点での当社の判断であり、その情報の正確性を保証す
るものではなく、今後、予告なしに変更されることがあります。万が一この情報にもとづいて被ったいか
なる損害についても、当社および情報提供者は一切責任を負いませんので、ご承知おきください。

https://www.asahigroup-holdings.com/
お酒 飲酒は20歳になってから。

飲酒運転は法律で禁止されています。妊娠中や授乳
期の飲酒は、胎児・乳児の発育に悪影響を与える 
おそれがあります。
ほどよく、楽しく、いいお酒。のんだあとはリサイクル。

統合報告書2017のご紹介
当社では2014年から「統合報告書」を発行しています。
「統合報告書 2017」は、国際統合報告評議会（IIRC）が
提唱する「国際統合報告フレームワーク」を参照しつつ、“企
業価値向上経営”の更なる深化を目指した価値創造ストー
リーとして、財務情報と非財務情報を体系的にまとめたコ
ミュニケーションツールとして作成しています。
株主や投資家の皆様をはじめとした幅広い読者の皆様に、
当社についてのご理解を深めていただけるよう、今後も
内容の一層の充実に努めていきます。

●	より詳細な情報については、下記のURLまたは右記のQRコードよりアク
セスいただきダウンロードしていただけます。
https://www.asahigroup-holdings.com/ir/

IRカレンダー
決算発表

定時株主総会 期末配当金支払開始

第2四半期決算発表

中間配当金支払開始

第1四半期決算発表

2月1月 9月3月 4月 5月 6月 7月 8月 10月 11月 12月

第3四半期決算発表

株主ひろば

●	冊子をご希望の方は、右記のQRコードから当社ホームページの資料請求
画面にアクセスいただき、ご請求ください。
https://www.asahibeer.co.jp/web-service/asahig-hd/ir/contact_
ir/form.wsp.html?CMD=onForm

資料ご希望の方は、必要事項をご記入
いただき送信してください。
必須 の項目は必ずご記入ください。

＜当社ホームページ掲載イメージ＞
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